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お
盆
の
行
事

　
夏
期
の
予
定
を
見
る
と
お
盆
の
行
事

で
、
毎
日
が
う
め
ら
れ
て
い
る
。
お
盆

会
、
施
餓
鬼
会
を
は
じ
め
、
精
霊
流
し
、

盆
踊
り
、
幼
児
の
一
泊
研
修
か
ら
青
少

年
の
緑
陰
会
、
各
種
集
会
等
、
寺
内
あ

’
　
「
「

嚇
，
　
曳h

、
　
　
華

噸
4
　
　
各

げ
て
の
行
事
が
続
い
て
い
る
。
国
鉄
な

ど
も
夏
ダ
イ
ヤ
を
特
別
に
組
み
、
墓
参

に
帰
る
帰
省
客
の
便
を
計
る
様
に
、
日

頃
、
信
仰
に
な
じ
ま
な
い
人
々
も
、
お

盆
の
季
節
に
な
る
と
、
先
人
を
偲
び
、

感
謝
し
信
心
家
と
な
る
様
で
あ
る
。

　
全
国
寺
院
が
七
、
八
月
を
勢
一
ば
い

お
盆
行
事
の
消
化
に
汗
し
て
は
い
る
が
、

、

か
つ
て
、
境
内
に
お
い
て
行
じ
ら
れ
た

盆
踊
り
が
校
庭
や
公
園
に
移
り
、
今
や

団
地
や
デ
パ
ー
ト
の
駐
車
場
で
行
わ
れ

る
に
従
い
、
そ
の
本
旨
や
目
的
が
う
す

れ
て
「
い
く
事
の
な
い
様
に
留
意
し
て
、

此
二
ヶ
月
全
力
投
入
し
な
く
て
は
、
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

憎
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テー・マ中心に活発な討議

　
第
二
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
北
海
道
大
会
は
、
去
る
六
月
二
十
四
日
、
さ
わ
や
か
な
初

夏
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
道
都
札
幌
・
西
本
願
寺
別
院
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
「
仏

教
と
倫
理
－
わ
れ
ら
い
か
に
生
く
べ
き
か
一
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
日
本
仏
教
会
と
北
海
道
仏
教

会
連
盟
の
主
催
で
、
各
地
か
ら
の
参
加
者
が
、
二
つ
の
部
会
で
熱
心
な
論
議
を
進
め
た
。
ま
た

昼
食
時
に
は
、
宗
派
代
表
者
懇
談
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
意
義
深
い
大
会
だ
っ
た
。

’
必
教
と
倫
謬
あ
羅
3
蜘
に
廉
《
べ
き
勢

西
本
願
寺
札
幌
別
院
で
開
か
れ
た
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
　
開
会
式
典

　
定
刻
の
九
時
半
、
司
会
の
北
海
道
仏
・
柿
本

顕
導
師
が
開
会
を
宣
言
。
大
会
副
会
長
・
竹
中

徳
成
札
幌
別
院
輪
番
の
導
師
で
法
要
が
取
り
行

わ
れ
、
大
会
総
裁
・
金
子
日
威
全
仏
会
長
式
辞
、

本
多
賢
純
全
仏
理
事
長
挨
拶
、
大
会
長
・
松
井

義
海
北
海
道
仏
教
会
連
盟
会
長
挨
拶
と
つ
づ
い

た
。
来
賓
挨
拶
に
移
η
、
自
民
党
文
教
局
次
長

第
一
部
会

狩
野
明
男
氏
、
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
代
表
の

ハ
ン
・
チ
ン
キ
ョ
ン
氏
、
さ
ら
に
北
海
道
知
事
、

札
幌
市
長
か
ら
も
、
お
祝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ

開
会
式
を
終
了
し
た
。

　
　
　
基
調
講
演

　
ひ
き
つ
づ
い
て
、
同
じ
別
院
本
堂
を
会
場
に
、

北
大
文
学
部
長
・
藤
田
宏
達
師
が
「
仏
教
と
倫

理
観
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
藤
田

師
は
、
特
に
戒
律
に
つ
い
て
、
仏
教
に
は
様
々

な
思
想
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
「
暫
定
慧
の
三
学
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

仏
教
は
徹
底
し
た
倫
理
の
教
え
と
い
え
る
。
そ

れ
は
五
戒
に
代
表
さ
れ
る
戒
律
を
、
倫
理
の
根

本
規
範
と
し
て
い
る
。
し
か
し
同
じ
仏
教
で
も
、

戒
律
に
対
し
て
は
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
。
戒

を
積
極
的
に
守
る
い
う
立
場
も
あ
り
、
宗
派
に

よ
っ
て
は
、
信
仰
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
戒
が
具

わ
っ
て
く
る
と
す
る
思
想
も
あ
り
、
こ
れ
は
無

戒
の
戒
と
い
え
よ
う
」

　
　
　
総
　
　
会

　
午
前
の
総
会
は
、
田
代
組
織
部
長
の
司
会
で

十
一
時
半
開
会
。
近
藤
隆
敬
大
会
副
幹
事
長
開

会
の
辞
、
小
野
島
事
務
総
長
を
仮
議
長
と
し
て

議
長
団
の
選
出
に
す
す
み
、
議
長
に
貝
山
宣
泰

師
（
神
奈
川
仏
）
、
副
議
長
に
江
連
俊
則
．
（
埼
玉

県
仏
）
、
禿
一
行
（
北
海
道
仏
）
、
飯
尾
誼
教
（
北

海
道
仏
）
の
三
師
が
選
出
さ
れ
、
議
長
鎌
継
に

着
い
て
議
事
を
開
始
し
た
。

　
ま
ず
那
須
組
織
局
長
か
ら
大
会
幹
事
の
紹
介
、

議
事
運
営
規
則
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
白
川
謙
敬
議
事
運
営
委
員
長
か
ら
、
意

見
発
題
の
一
部
変
更
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て

小
野
島
事
務
総
長
の
全
仏
事
務
報
告
が
あ
っ
て
、

総
会
を
終
え
た
。
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二
つ
の
部
会
で
討
議

　
午
後
一
時
か
ら
の
部
会
は
、
会
場
を
一
階
の

大
ホ
ー
ル
と
大
広
間
に
移
し
、
そ
れ
ぞ
れ
上
程

さ
れ
た
意
見
難
題
を
中
心
に
、
参
加
者
の
熱
の

こ
も
っ
た
討
議
が
展
開
さ
れ
た
。

　
　
　
総
　
　
会

　
両
部
会
終
了
後
、
三
時
か
ら
二
階
の
本
堂
で

午
後
の
総
会
が
始
ま
っ
た
。
豊
田
総
務
局
長
開

会
の
辞
、
貝
山
議
長
挨
拶
に
つ
づ
い
て
議
事
に

入
る
。
ま
ず
二
つ
の
部
会
報
告
が
、
若
林
隆
光

（
第
一
部
会
）
、
塩
入
亮
達
（
第
二
部
会
）
の
両

部
長
か
ら
な
さ
れ
た
後
、
宣
言
決
議
文
が
、
島

田
喜
久
子
宣
言
決
議
文
起
草
委
員
か
ら
発
表
さ

れ
た
。
そ
し
て
議
長
団
退
席
、
井
上
日
宏
大
会

副
幹
事
長
閉
会
の
辞
で
、
総
会
は
終
了
し
た
。

　
　
　
閉
会
式

　
ひ
き
つ
づ
い
て
、
田
代
組
織
部
長
の
司
会
で

閉
会
式
に
移
り
、
藤
川
寛
房
大
会
副
会
長
が
挨

第
二
部
会

拶
、
松
井
大
会
長
の
万
歳
三
唱
、
那
須
組
織
局

長
の
閉
会
の
辞
で
、
す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し

た
。

■

　
第
一
部
会
は
、
若
林
隆
光
部
会
長
、
西
島
義

彦
、
野
村
定
混
血
副
部
会
長
に
よ
っ
て
す
す
め

ら
れ
、
最
初
に
近
代
仏
教
研
究
会
か
ら
出
さ
れ

た
「
核
兵
器
完
全
廃
絶
、
軍
備
全
廃
を
実
現
す

る
た
め
の
、
仏
教
徒
の
決
議
を
発
表
し
ま
し
よ

う
」
と
い
う
意
見
発
題
を
討
議
。
会
場
か
ら
、

核
の
平
和
利
用
に
つ
い
て
賛
否
両
論
が
述
べ
ら

れ
る
な
ど
、
活
発
な
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
た

後
、
助
言
者
の
井
上
師
が
、
「
殺
す
な
か
れ
、
と

い
う
仏
教
の
倫
理
か
ら
、
核
兵
器
廃
絶
に
は
当

然
賛
成
だ
が
、
核
の
平
和
利
用
に
つ
い
て
は
も

っ
と
深
く
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
発
題
の
主
旨

は
、
宣
言
文
に
も
り
こ
み
た
い
」
と
い
う
助
言

を
行
な
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
副
理
事
長

の
玉
川
覚
祥
師
が
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
活

動
に
つ
い
て
並
び
に
今
後
の
救
援
活
動
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
発
題
。
玉
川
師
は
、
こ

れ
ま
で
に
四
千
二
百
万
円
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
届

け
た
と
い
う
経
過
を
報
告
。
今
後
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
だ
け
で
な
く
ラ
オ
ス
の
難
民
も
救
援
し
た

い
、
ま
た
、
仏
教
徒
全
体
の
救
援
活
動
の
協
議

会
を
創
り
た
い
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
助

言
者
の
高
山
宥
進
師
か
ら
は
、
真
言
宗
豊
山
派

の
救
援
活
動
の
実
情
が
報
告
さ
れ
た
。

（
助
言
者
）
井
上
日
宏
、
高
山
宥
進

■

　
塩
入
亮
達
部
会
長
、
村
松
賢
英
・
高
橋
智
量

副
部
会
長
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
第
二
部
会
は
、

ま
ず
「
長
岡
市
檀
信
徒
会
活
動
に
つ
い
て
」
同

喜
々
長
の
池
田
忠
蔵
氏
か
ら
意
見
発
題
。
昭
和

四
十
五
年
発
足
し
た
檀
信
徒
会
に
、
花
ま
つ
り

な
ど
市
民
多
数
が
参
加
し
て
活
動
し
て
い
る
実

情
が
述
べ
ら
れ
た
。
助
言
者
の
山
口
貴
美
子
さ

ん
か
ら
は
、
御
詠
歌
な
ど
が
、
婦
人
を
対
衆
に

し
た
教
化
に
よ
い
方
法
だ
、
と
い
う
助
言
が
行

わ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
「
大
都
市
に
於
け
る
実
践
活
動
の

一
例
」
と
い
う
意
見
発
題
が
、
山
田
一
真
師
か

ら
出
さ
れ
た
。
山
田
師
は
、
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト

ク
ラ
ブ
な
ら
び
に
、
仏
教
英
語
研
究
会
と
い
う

青
年
仏
教
徒
が
中
心
の
活
動
を
報
告
。

　
最
後
に
「
幹
国
仏
教
事
情
に
つ
い
て
」
。
意
見

発
題
は
、
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
々
長
の
黄
診

経
師
が
行
っ
た
。
黄
会
長
か
ら
は
、
韓
国
仏
教

に
つ
い
て
、
歴
史
と
現
状
の
詳
し
い
説
明
が
述

べ
ら
れ
た
。

（
助
言
者
）
山
口
貴
美
子
、
中
村
啓
識
、
鴨
志

田
秀
純
韓
国
か
ら
来
賓
参
加

　
な
お
、
今
大
会
に
は
、
特
別
の
来
賓
と
し
て

韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
代
表
団
の
七
名
が
参
加

し
た
。
　
二
行
は
、
黄
珍
経
鼻
団
協
議
会
茎
長
を

は
じ
め
、
朴
三
夏
、
李
鍾
五
、
李
武
雄
、
朴
燗

詰
、
徐
正
大
、
朴
相
生
の
冠
着
。

宗
派
代
表
者
懇
談
会

懇
談
さ
れ
る
各
代
表

　
午
前
の
総
会
終
了
後
、
十
二
時
か
ら
昼
食
の

時
間
を
兼
ね
て
、
宗
派
代
表
者
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
懇
談
会
は
中
村
財
務
部
長
の
司
会
で
、
金
子

全
仏
会
長
、
常
磐
井
発
槙
・
藤
前
東
時
の
両
副

会
長
を
は
じ
め
、
各
加
盟
宗
派
か
ら
管
長
・
宗

務
総
長
二
〇
人
が
出
席
（
代
理
を
含
む
）
、
な
ご

や
か
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
．

　
懇
談
は
ま
ず
、
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
毎
年
大
会

を
開
く
の
で
は
な
く
、
隔
年
に
し
た
ら
ど
う
か
、

ま
た
、
海
難
が
未
加
盟
の
県
に
対
し
て
は
、
有

力
な
市
税
に
事
務
局
が
積
極
的
に
働
き
か
け
を

行
っ
た
ら
ど
う
か
、
な
ど
の
意
見
が
活
発
に
述

べ
ら
れ
た
。
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第
二
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
前
日
の
六

月
二
十
三
日
、
午
後
四
時
か
ら
札
幌
市
の
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
都
道
府
県
仏
代
表
者
会

議
が
開
か
れ
た
。

　
会
議
に
は
、
十
五
都
道
府
県
仏
の
代
表
者
が

出
席
、
小
野
島
事
務
総
長
開
会
の
辞
、
竹
中
徳

成
北
海
道
仏
副
会
長
の
三
帰
依
文
唱
和
、
松
井

義
海
北
海
道
仏
会
長
、
本
多
賢
純
全
周
理
事
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
司
会
の
田
代
組
織
部
長
か

ら
、
出
席
者
一
人
ひ
と
り
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
座
長
に
地
元
、
北
海
道
仏
教
会
連

盟
か
ら
藤
川
寛
戻
副
会
長
、
副
座
長
に
神
奈
川

仏
教
会
の
貝
山
宣
泰
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ

た
。
　
議
題
①
「
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
件
」

　
議
題
②
「
仏
教
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
」

ψ齢　　　　　　　　　　　　6レー9・　　　　　　　　　　　ρψ　　　　　　　　　　“φ　　　　　　　　　09　　　　　　　　φゆ　　　　　　　o胃●幽　　　　　　ゆ　　　　　　榊　　　　　碑　　　　r●’ψ印　　　ゆ」司P　　r●’ψ　r●」司P一纈b

議
題
③
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
件
」

議
題
④
「
税
務
問
題
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
に
つ
い
て
、
担
当
の
局
長

部
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
各
県
の
出
席

者
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
特
に
「
税

務
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
税
務
委
員
会
の
神
野

副
委
員
長
か
ら
、
同
委
員
会
の
活
動
内
容
が
報

告
さ
れ
、
各
県
仏
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

の
、
寺
院
に
対
す
る
税
務
調
査
の
実
態
な
ど
が

次
々
に
述
べ
ら
れ
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
出
席

者
の
関
心
の
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　
な
お
、
引
き
続
い
て
午
後
六
時
か
ら
は
、
同

ホ
テ
ル
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
暗
）

北
海
道
・
松
井
義
海
、
竹
中
徳
成
、
藤
川
寛
房
、

兵
庫
・
三
浦
成
雄
、
円
成
淳
龍
、
青
森
・
上
田

頼
石
、
吉
川
正
英
、
山
形
・
板
垣
隆
寛
、
滋
賀
．

木
辺
宣
慈
、
三
重
・
高
島
広
勝
、
可
聴
当
初
、

静
岡
・
遠
山
弘
文
、
新
村
正
幸
、
茨
城
．
大
越

孝
仁
、
中
村
純
崇
、
徳
島
・
秩
父
真
応
、
秩
父

美
都
子
、
埼
玉
・
山
本
道
隆
、
江
連
俊
則
、
神

奈
川
・
貝
山
宣
泰
、
小
崎
龍
雄
、
東
京
・
岩
崎

宗
秀
、
白
川
謙
敬
、
群
馬
・
竹
市
文
成
、
千
葉
．

長
瀬
留
理
、
長
瀬
文
江
、
香
川
・
石
井
宥
龍

全
仏
の
理
事
会

辱
6
噂
1
ら
2
6
も
2
重
6
も
2
2
◆
噸
6
噂
◆
嘔
◆
噺
6
・
6
ら
◆
噺
◇
賑
◆
今
◎
辱
－
辱
◎
噺
－
噸
6
ら
◎
亀
6
ら
6
亀
◎
ら
6
噸
◎
噸
念
ら
も
一
ら
争
，
6
辱
◆
亀
噸
噂
一
1
奪
6
噺
◆
り
念
－
噂
◎
偽
ら
塾
念
6
ら
一
念
◆
噸
－
噂
◆
．
2
薯
6
も
6
ら
1
噸
6
」

　
三
宝
照
護
の
も
と
、
新
緑
の
北
都
札
幌
市

に
お
い
て
、
第
二
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会

議
北
海
道
大
会
を
開
き
、
全
国
よ
り
参
集
し

た
日
本
仏
教
徒
代
表
は
輝
か
し
き
未
来
に
向

か
っ
て
「
仏
教
と
倫
理
1
わ
れ
ら
い
か
に
生

く
べ
き
か
一
」
を
主
題
と
し
て
、
真
剣
に
討

議
し
た
結
果
、
わ
れ
わ
れ
は
自
我
を
棄
て
て

止
悪
行
善
の
基
本
的
生
活
倫
理
と
和
合
社
会

を
建
設
す
べ
き
自
我
の
も
と
、
世
界
平
和
と

仏
教
理
念
具
現
の
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
積

極
的
に
実
践
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
一
、
世
界
の
平
和
と
福
祉
を
願
い
、
自
然

環
境
の
破
壊
と
人
類
の
滅
亡
に
直
結
す
る
核

兵
器
の
廃
絶
に
努
力
す
る
。

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
は
、
去
る
五
月
二

十
六
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
理
事
会
は
小
野
島
事
務
総
長
、
本
多
理
事
長

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
議
長
に
本
多
理
事
長
、
ま

た
議
事
録
署
名
委
貝
に
、
久
保
埜
太
清
、
桑
原

眉
尊
の
両
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
報
告

の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
、
部
長
か
ら
報
告
。
原
案
通
り
承

認
。　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
六
年
度
歳
入
歳
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

二
・
人
間
の
生
命
尊
厳
と
幸
福
と
を
分
ち
　

合
フ
立
場
か
ら
・
難
民
な
ど
救
援
の
活
動
」

参
加
す
る
・
　
　
　
　
　
　
…

　
三
、
仏
教
の
根
本
理
念
に
基
づ
き
、
全
仏
～

教
徒
の
組
織
を
一
層
拡
充
し
、
教
化
活
動
を
…

推
進
す
る
・
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
四
、
各
国
仏
教
徒
間
の
問
題
解
決
の
た
め
、
齢

国
際
的
交
流
を
図
る
・
　
　
　
～

右
宣
言
す
る
。

昭
和
五
十
七
年
六
月
二
十
四
日

差
　
　
第
二
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

ド
・
2
◎
令
◎
・
6
・
念
念
6
噺
6
噂
6
噸
◎
ら
6
辱
1
1
6
1
6
ら
6
も
2
◆
・
◎
・
6
ら
6
・
◆
噸
◎
・
6
与
◆
・
念
ら
．
忠
1
ら
◎
◆
2
2
三
三
ら
ら
2
2
6
噂
う
・
6
ら
念
◎
噺
◆
・
6
ら
1
辱
◎
奪
念
ら
も
◎
も
2
6
も
◆
辱
2
◆
も
6
ら
2
6
噂
◎
」
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六
議
案
、
五
報

告
事
項
を
審
議

決
算
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
、
部
長
か
ら
報
告
、
監
事
か
ら
監

査
報
告
の
後
、
原
案
通
り
承
認
。

　
議
案
第
三
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教

徒
委
貝
会
規
約
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
、
部
長
か
ら
説
明
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
規
約
案
を
一
部
修
正
の
上
、
承
認
。

　
議
案
第
四
号
「
過
年
度
未
納
負
担
金
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
、
部
長
か
ら
説
明
、
原
案
通
り
承

認
。　
議
案
第
五
号
「
世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議

会
の
加
盟
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
本
会
加
盟
の
必
然
性
の
是
非
を
検
討
、
結
論

は
保
留
と
な
っ
た
。

　
議
案
第
六
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
専
門
委
員

の
改
選
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
か
ら
説
明
、
原
案
通
り
承
認
。

　
報
告
事
項
①
「
第
二
＋
九
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
北
海
道
大
会
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
②
「
第
＋
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議

に
つ
い
て
炉

　
報
告
事
項
③
「
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救

援
金
伝
達
に
つ
い
て
レ

　
報
告
事
項
④
「
同
和
委
員
会
活
動
報
告
」

　
報
告
事
項
⑤
「
税
務
委
貝
会
活
動
報
告
」
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昭和57年7月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

．
　
　
曹
洞
宗
宗
務
庁
一
　
　
　
　
　
管
　
　
長
　
乙
　
川
　
理
　
映

浄
土
宗
宗
務
庁
　
　
浄
土
門
主
　
藤
　
井
　
實
慮
　
　
宗
務
総
長
　
武
　
田
　
奮
藁
囲
　
務
　
庁
　
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
　
〒
既
〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇
東
京
事
務
所
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四
　
〒
鵬
　
〇
三
（
四
三
六
）
三
三
五
一

＝
＝

真
宗
大
谷
派
　
　
宗
務
総
長
　
五
　
辻
　
実
　
誠
京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
り
七
条
上
ル
常
葉
町
七
五
四
〒
㎝
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一

一
：
”
÷
4
｝
≡

囮
国
引
h

総
本
山
金
剛
峯
寺
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所
御
遠
忌
大
法
会
事
務
局
　
　
座
　
　
主
　
　
管
　
　
長
　
森
　
　
　
寛
　
紹
　
　
総
　
　
裁
　
　
執
行
長
　
　
宗
務
総
長
　
阿
部
野
　
竜
　
正
　
　
総
　
　
監
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
〒
㎜
囎
〇
七
三
六
五
（
六
）
二
〇
一
一

三．

一5一
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和57年7月1日

一
一
■
＝ ●

●

日
蓮
宗
宗
務
院
　
　
管
　
長
　
金
　
子
　
日
　
威
　
　
宗
務
総
長
　
塩
　
田
　
義
　
朗
　
　
　
　
　
　
内
局
員
一
同
東
京
都
大
田
区
池
上
一
－
三
寸
ー
一
五
〒
燭
　
（
〇
三
）
七
五
一
－
七
一
八
一
（
代
）

和
宗
総
本
山
四
天
王
寺
　
　
管
　
　
長
　
出
　
口
　
常
　
順
大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
i
一
八
〒
鵬
　
〇
六
（
七
七
一
）
○
〇
六
六

旧
嵯
峨
御
所
大
本
山
大
覚
寺
嵯
峨
御
流
華
道
総
司
所
門
跡
代
務
者
　
味
　
岡
　
良
　
戒
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四
〒
備
　
〇
七
五
（
八
七
一
）
○
〇
七
一

……
≡
引
h

念
紙
真
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
　
　
燈
　
主
　
小
　
倉
　
霊
　
現
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
i
四
一
二
二
〒
鵬
　
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

時
宗
宗
務
所
　
　
宗
務
長
　
辻
　
　
　
円
　
乗
　
　
庶
務
部
長
　
保
　
科
　
忍
　
道
　
　
教
学
部
長
　
林
　
　
　
昭
善
　
　
財
務
部
長
　
木
　
本
　
真
　
学
神
奈
川
県
藤
沢
市
西
富
一
－
八
－
一
〒
葡
　
〇
四
六
六
（
二
三
）
七
二
七
六

国
回

＝［．

O

一6一
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昭和57年7月1日
全　　　，仏
第3種郵便物認可

一
．
　
　
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

真
言
宗
国
分
寺
派
大
本
山
国
分
寺
　
管
　
　
長
　
座
　
主
　
西
　
口
　
公
　
教
　
大
僧
正
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
市
仏
教
会
長
）
　
宗
務
総
長
　
足
　
立
　
有
　
教
　
　
　
　
　
　
（
宝
塚
市
市
会
議
員
）
大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
一
一
六
一
一
八
〒
謝
　
〇
六
（
三
五
一
）
五
六
三
七
㈹

臨
済
宗
東
福
寺
派
　
　
管
　
　
長
　
岡
　
田
　
煕
　
道
京
都
市
東
山
区
本
町
一
五
〒
備
　
〇
七
五
（
五
六
一
）
○
○
八
七

＝
＝

一

真
言
宗
東
寺
派
宗
務
所
管
　
　
長
　
草
　
野
　
栄
楽
　
宗
　
務
　
長
　
吉
　
川
　
律
　
城
　
教
学
部
長
　
大
　
野
　
大
　
雅
　
財
務
部
長
　
真
　
田
　
快
　
尊
　
庶
務
部
長
　
北
　
川
　
亮
　
暁
　
審
議
会
会
長
　
井
　
上
　
信
　
祐
京
都
市
右
京
区
西
京
極
葛
野
町
四
〒
価
　
〇
七
五
（
一
一
＝
二
）
二
〇
一
七

黄
壁
宗
務
本
院
宇
治
市
五
ヶ
庄
三
番
割
三
四
〒
㎝
　
〇
七
七
四
（
三
二
）
三
九
〇
〇

……一＝

引
h
国
田
三
騨
＝

新
義
真
言
宗
　
総
　
本
　
山
　
根
来
寺
座
主
　
加
　
藤
　
太
　
信
　
管
　
　
　
長
　
宗
務
総
長
　
広
　
沢
　
純
　
孝
文
京
区
湯
島
四
－
六
i
一
二
　
湯
島
ハ
イ
タ
ウ
ン
B
－
1
2
1
1
新
義
真
言
宗
宗
務
所
東
京
出
張
所
〒
鵬
　
〇
三
（
八
一
四
）
三
四
六
四

聖
観
音
宗
金
龍
山
浅
草
寺
　
　
宗
務
総
長
　
大
　
森
　
亮
　
雅
東
京
都
台
東
区
浅
草
二
一
三
－
一
〒
m
　
O
三
（
八
四
二
）
〇
一
八
一

一7一

酔　　、」　　訊敵　rり曽艦炉’4　回



墜ワ

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和57年7月1日

．
　
　
兵
庫
県
仏
教
会
　
　
　
■
一
　
　
　
　
会
　
　
長
　
小
　
西
　
日
　
静
　
　
　
　
　
副
会
長
　
大
　
谷
　
昭
　
世

東
京
都
仏
教
連
合
会
　
　
会
　
長
　
小
　
峰
　
順
　
誉
　
　
理
事
長
　
岩
　
崎
　
宗
　
秀
　
　
常
務
理
事
　
一
同
　
　
監
　
　
事
　
一
同
　
　
事
務
局
長
白
　
川
　
謙
　
敬
東
京
都
世
田
谷
区
松
原
五
－
四
三
⊥
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
法
寺
内
〒
鵬
　
〇
三
（
三
二
一
）
〇
二
〇
五

孝
　
道
　
教
　
団
　
　
統
　
理
　
岡
　
野
　
正
　
貫
　
　
副
統
理
　
岡
　
野
　
螂
　
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
劉
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
＝
一
〇
一

一 ＝
＝

近
代
仏
教
研
究
会
　
　
理
事
長
　
壬
　
生
　
照
　
順
　
　
事
務
局
長
　
小
　
室
　
裕
　
充
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
一
⊥
七
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
蔵
院
内
〒
m
　
O
三
（
八
四
四
）
三
六
四
八

……
黶c

三

引
h
回
団
三
．
＝

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
　
　
会
　
　
長
　
山
　
本
　
道
　
隆
　
　
副
会
長
　
江
　
連
　
俊
　
則
　
　
　
〃
　
　
河
　
野
　
亮
　
永
　
　
専
務
理
事
　
片
　
山
　
秀
　
亮
浦
和
市
高
砂
四
1
＝
ニ
ー
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
佛
会
館
〒
鰯
　
〇
四
八
八
（
六
一
）
二
＝
二
八

千
葉
県
仏
教
会
　
　
会
　
長
　
渡
　
部
　
日
　
皓
　
　
理
事
長
　
土
　
持
　
良
　
栄
千
葉
県
茂
原
市
下
太
田
一
五
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
光
寺
内
〒
珊
瑚
〇
四
七
五
（
三
四
）
三
五
八
二

福
岡
県
仏
教
連
合
会
福
岡
市
中
央
区
長
浜
ニ
ー
五
－
五
〇
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
港
ビ
ル
内
〒
脚
　
〇
九
二
（
七
五
一
）
二
〇
一
四

一8一
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一　r　一炉呪－”毒一糊；昌二聡潤し轟，嘔‘購薦　　　rrF」鴇一7ゴ

、．@‘熔一　A



昭和57年7月1日
全・　　　　仏
第3種郵便物認可

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
　
　
名
誉
総
裁
　
金
　
子
　
日
　
威
　
　
理
事
長
　
巌
　
谷
　
勝
　
雄
　
　
　
　
　
　
役
　
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
－
五
三
　
　
　
　
　
　
　
　
祐
天
寺
内
〒
鵬
　
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八

一
＝
＝

愛
知
県
仏
教
会
　
　
会
　
長
木
村
　
正
　
範
　
　
副
会
長
　
宇
佐
美
　
諦
　
練
　
　
　
〃
　
　
瀬
　
辺
　
淳
　
信
　
　
　
〃
　
　
松
林
法
　
泉
名
古
屋
市
東
区
東
桜
二
⊥
六
－
五
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
屋
寺
内
〒
鮒
－
〇
五
二
（
九
三
一
）
八
一
二
四

……黶
c
≡
引
h
国
図
三
．
＝

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
　
　
理
事
長
山
本
　
　
杉
　
　
　
　
　
　
事
務
局
一
同
事
務
局
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
二
一
一
－
一
　
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
珊
　
〇
三
（
九
一
〇
）
一
二
入
曽

…
全
仏
輪
袈
裟
…

　
　
　
こ
げ
茶
、
法
輪
マ
ー
ク
付
き

　
　
　
　
　
　
￥
一
、
五
〇
〇
円

…一
�
ﾞ
W
一
幽
一
鼎
　
　
扁

　
　
　
　
　
　
径
一
㎝
、
ネ
ジ
式

　
　
　
　
　
　
￥
一
、
○
○
○
円

…
日
の
丸
．
仏
旗
バ
ッ
チ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
￥
五
〇
〇
円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

●

　　大たて140C一よこ2mC　￥13，000円
　　中　　　90C－　　　135C　￥5，000円

　　小　　　ZOC－　　　100C　￥3，000円

　　手旗　　35C－　　　50C　￥1，500円
別染製　　堅牢　（全日本仏教会制定意匠登録済）

　　　各地区仏教会でまとめて御注文の際は

　　　価格の御相談に応じ・ます。

（
財
）
全
日
本
仏
教
会

一9一
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▼

　
今
月
は
固
苦
し
い
話
を
避
け

て
、
仏
教
語
の
熟
字
に
関
す
る

笑
い
話
を
二
、
三
紹
介
す
る
こ

と
に
す
る
。
錆
夏
法
の
一
つ
と

し
て
、
気
軽
に
読
ん
で
も
ら
い

た
い
。

　
近
世
落
語
の
祖
な
ど
と
い
わ

れ
て
い
る
安
楽
庵
策
伝
が
編
ん

だ
『
醒
睡
笑
（
せ
い
す
い
し
ょ

う
）
』
と
い
う
本
が
あ
る
。
策
伝

は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）

に
八
十
九
歳
の
高
齢
で
没
し
た

浄
土
宗
西
山
派
の
僧
で
、
山
陽

履

各
地
を
転
々
と
し
た
後
、
京
都
誓
願
寺
五
十

五
世
法
主
（
六
十
歳
）
と
な
り
、
元
和
九
年

（一

Z
二
三
）
に
は
紫
衣
を
許
さ
れ
て
隠
居
、

寺
内
に
塔
頭
竹
林
院
を
建
て
安
楽
庵
に
住
し

た
。　
信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
、
め
ま
ぐ
る
し
く

変
転
す
る
世
相
の
中
で
、
風
雅
で
多
趣
味
な

老
年
を
楽
し
ん
だ
が
、
特
に
小
僧
時
代
か
ら

耳
に
触
れ
た
笑
話
や
風
流
課
を
集
め
て
八
巻

と
し
、
「
お
の
ず
か
ら
睡
り
を
醒
し
て
笑
う
」

文
集
を
編
ん
だ
。
そ
の
中
に
こ
ん
な
話
が
あ

る
。O
天
台
宗
と
真
言
宗
の
寺
が
、
隣
り
同
士
で

お
互
に
「
真
言
」
「
天
台
」
と
呼
ぶ
犬
を
飼
っ

て
い
が
み
合
っ
て
い
た
。

　
あ
る
席
で
、
天
台
の
院
主
が
、
「
ど
う
し
て

　
貴
寺
で
は
飼
犬
を
テ
ン
ダ
イ
と
呼
ぶ
の
か
」

　
と
尋
ね
た
。
真
言
の
住
職
は
、
「
別
に
理
由
は

な
い
。
犬
と
い
う
字
は
大
に
点
を
打
つ
か
ら

　
　
　
　
　
む

　
点
大
と
つ
け
た
ま
で
よ
」
と
答
え
、
今
度
は

　
院
主
に
向
っ
て
「
し
て
、
そ
ち
ら
で
シ
ン
ゴ

　
ン
と
呼
ぶ
の
は
？
」
と
逆
襲
し
た
。
す
る
と

相
手
は
「
犬
の
歩
き
方
か
ら
見
て
、
肢
（
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
足
）
を
は
ね
る
と
シ
ン
、
股
（
後
足
）
を
は

　
ね
る
と
ゴ
ン
と
な
る
か
ら
さ
」
と
い
っ
た
。

0
仏
に
は
毛
が
あ
る
か
な
い
か
、
に
つ
い
て

　
「
な
い
、
無
げ
（
碍
）
四
仏
と
い
う
か
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
い
や
、
あ
る
。
け
（
化
）
仏
菩
薩
と
い
う

　
　
一
で
は
な
い
か
」

　
　
鯉
と
互
い
に
争
っ
て
、
寺
の
住
職
に
判

0・
　
鯉
定
を
譲
っ
た
と
こ
ろ
、
住
職
日
く
、

　
　
鞭
　
「
あ
る
で
も
な
く
、
な
い
で
も
な
い
。

謡
曲
『
熊
野
（
ゆ
や
）
』
に
”
末
世
一
代
、
ゆ

　
　
　
　
　
う
す
（
教
主
）
の
如
来
”
と
書
い
て
あ
る
で
の
う
」

O
京
に
智
玄
と
い
う
物
識
り
と
恵
林
と
い
う

学
僧
が
い
た
。
二
人
が
行
き
あ
い
、
恵
林
が
「
智

玄
同
は
ど
ち
ら
へ
？
」
と
挨
拶
す
る
と
、
智
玄

　
は
持
っ
て
い
た
扇
を
開
い
て
見
せ
て
得
意
が

　
つ
た
が
、
す
か
さ
ず
恵
林
に
「
そ
れ
は
当
て
字

　
だ
ね
」
と
い
わ
れ
て
ガ
ッ
ク
リ
。
な
る
ほ
ど
、

　
「
扇
」
を
開
け
ば
「
戸
羽
」
だ
が
、
「
鳥
羽
」
の

当
て
字
だ
か
ら
一
本
取
ら
れ
た
わ
け
。

　
　
い
ず
れ
も
他
愛
な
い
文
字
遊
び
で
あ
る
が
、

布
教
や
法
話
の
材
料
と
し
て
使
っ
て
み
れ
ば
、

　
何
か
の
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
（
浄
土
宗
出
版
室
長
・
宝
田
正
道
）

●4●
【劉

痴N輝

■
■
，＝冨≡

画
乱’

蛛g灘
が

榊
寵
侮
セ

全

なし

く効く

チャンス・チャンスセール

露7量器91国
●安全●水なし●長く効く

いまがネコソギ粒剤を買うチャンス〃

ネコソギ粒剤は安全で、水にとかす必要もなく、散

布するだけの除草剤です。いま3ケースお買上げの

方に広い墓地も楽々散布ができる散粒機を進呈中〃

ぜひこの機会にお買求めください。

いまがネコソギ粒剤を撒くチャンス．〃

ネコソギ粒剤は雑草の生える前から草丈20cmまでの

時に散布すると最も効果があり、その上約6ヵ月間

雑草の発生をおさえますので、その間は雑草なし〃

ぜひこの機会に墓地の除草をしてください。

．
顎

仏に仕える心の虹橋

レインボー薬品株式会社容03（241）4011
東京都中央区日本橋本町2－5　T103
　　　　　　　郵便振替東京5－59298

製造発売元

一10一

　　議
ハ　　 ｝　 rρ

，，

鼠駅マ珊罵一、　，＝レ
“，　　，・搾

塀、 、　　　　　　　冒　，
噌

＝脚贋楓封78＝　＿ノ・‘閲ア
；

『ミ鋼



昭和57年7月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

税務アンケート

　中間報告
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c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…

…
…
…
…
…
…
…
麟
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
躍

……

c…
c…

c…
c…

c…
c…

c…
c…
c…
c…

c…
c…

……

c…
w
…
…
…
…
…
…
…
鵬
…
…
…
。
…
…
剛
…

縢

……

c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…

c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c
㈱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
鵠
…
…
…
…
㎜
…
甜
…
…
…
…
…
…
．
…
…
…
翻
㈱
…
㈱
…
…
…
…
…
鞘
㎝
…
訓
…
…
…
淵
講
㈱
…
…
…

　
　
　
　
回
　
…
川
　
　
1
ー
ー
　
川
一
■
面
一
。
川
－
o
川
－
o
柵
－
o
川
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一

法
入
収
入
と
個
人
収
入

　
昨
年
十
一
月
の
法
人
税
基
本
通
達
等
の
一
部

改
正
以
来
、
各
地
に
お
い
て
税
務
当
局
の
調
査

指
導
が
極
め
て
強
く
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
濡
仏
税
務
委
三
会
と
し
て
も
、
こ
の
基
本
通

達
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
宗
教
法
人
の
特
異

性
に
留
意
さ
れ
る
よ
う
国
税
当
局
に
要
望
す
る

と
同
時
に
、
各
地
に
お
け
る
税
務
当
局
の
一
斉

調
査
に
つ
い
て
も
、
宗
教
法
人
法
の
精
神
を
逸

脱
さ
せ
ぬ
よ
う
慎
重
な
行
政
と
措
置
を
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
、
国
税
当
局
と
の
折
衝
に
あ
た

っ
て
、
よ
り
具
体
的
な
事
例
等
を
も
っ
て
話
し

合
い
を
す
す
め
る
た
め
、
情
報
収
集
と
し
て
ア

ユ
ケ
ー
ト
を
各
都
道
府
県
仏
に
依
頼
し
、
こ
れ

を
と
り
ま
と
め
対
処
す
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。

　
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
中
間
報
告
）
よ
り
、
特

に
法
意
を
要
す
る
点
な
ど
に
つ
い
て
、
各
地
の

調
査
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　
．
◎
ど
の
よ
う
な
調

　
　
査
・
指
導
で
し
た
か

　
一
、
事
業
報
告
、
決
算
書
を
提
出
（
特
に
住

職
の
源
泉
徴
収
に
つ
い
て
収
入
調
査
書
の
提
出

を
求
め
ら
れ
た
）
。

　
2
、
住
職
、
寺
族
の
給
与
が
妥
当
で
あ
る
か

ど
う
か
、
寺
の
収
入
を
個
人
収
入
に
入
れ
て
い

な
い
か
の
調
査
を
厳
し
く
う
け
た
。

　
3
、
調
査
表
記
入
の
指
導
を
し
た
い
の
で
会

合
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　
4
、
財
務
帳
簿
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
。

　
5
、
住
職
の
収
支
状
況
の
説
明
会
（
現
物
は

金
に
換
算
す
る
こ
と
、
光
熱
費
水
道
料
等
は
、

個
人
と
寺
と
等
分
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
）
。

　
6
、
法
人
か
ら
受
け
る
給
与
は
、
諸
経
費
を

，
差
引
き
、
乙
欄
を
適
用
し
、
年
二
回
に
わ
け
て

源
泉
徴
収
分
を
納
付
す
る
こ
と
（
羽
生
市
）
。

　
7
、
突
然
、
電
話
連
絡
で
、
立
入
り
調
査
。

　
8
、
寺
院
の
収
支
決
算
に
と
も
な
う
、
檀
信

徒
戸
数
、
伴
僧
依
頼
寺
院
名
や
、
住
職
の
年
間

収
入
等
の
厳
し
い
調
査
を
う
け
た
。

　
9
、
出
納
簿
調
査
指
導
、
指
定
石
材
店
よ
り

の
営
繕
損
料
金
に
対
し
課
税
さ
れ
た
。

　
1
0
、
法
人
経
理
を
明
瞭
に
し
、
個
人
支
出
と

混
同
し
な
い
こ
と
。
給
与
ぽ
社
会
通
念
的
（
常

識
的
）
に
生
計
を
営
む
額
で
あ
る
こ
と
。

　
1
1
、
源
泉
徴
収
義
務
者
を
、
仏
教
団
長
名
に

し
て
あ
っ
た
の
を
、
各
寺
院
代
表
者
と
す
る
よ

は
明
確
に

う
に
と
の
指
導
が
あ
っ
た
。

　
　
0
ど
の
よ
う
に
対

　
　
　
　
　
処
さ
れ
ま
し
た
か

　
一
、
税
務
講
習
会
を
開
き
研
修
し
た
。

　
2
、
個
人
の
預
金
に
至
る
ま
で
全
部
見
せ
た
。

　
4
、
過
去
三
年
間
の
財
務
帳
簿
提
出
。

　
7
、
当
局
の
な
す
が
ま
ま
に
過
去
帳
、
檀
家

数
等
の
基
礎
調
査
を
さ
れ
た
。

　
9
、
公
認
会
計
士
に
委
任
（
石
材
店
営
繕
損

料
金
は
課
税
）
し
た
。

　
1
0
、
講
習
会
開
催
。
指
導
・
調
査
を
受
け
た

寺
院
よ
り
内
容
等
の
情
報
集
め
を
し
た
。

◎
そ
の
時
の
問
題
点
は
…
…

　
1
、
本
堂
庫
裡
建
築
の
際
の
、
設
計
監
理
料

の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
た
。

　
2
、
住
職
・
副
住
職
の
給
与
を
引
き
上
げ
、

そ
の
分
所
得
税
を
納
め
て
妥
協
し
た
。

　
5
、
現
物
を
金
に
換
算
す
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
。

　
9
、
な
ぜ
、
石
材
店
か
ら
の
営
繕
損
料
（
奉

納
金
）
に
課
税
さ
れ
る
の
か
。

　
1
0
、
過
去
帳
の
提
示
。

　
1
2
、
帳
簿
の
不
備
、
給
与
．
レ
ベ
ル
の
低
さ
を

追
求
さ
れ
た
。

0
問
題
と
な
っ
た
点
は
：
：
．
．

　
1
、
簿
外
収
入
に
対
し
厳
し
く
追
求
。

　
2
、
葬
儀
の
収
入
、
石
屋
の
志
の
記
入
。

　
1
0
、
子
弟
の
学
資
を
宗
教
法
人
の
経
費
で
ま

か
な
っ
て
い
た
が
、
代
表
役
員
給
与
と
み
ら
れ

た
。
財
務
帳
簿
を
備
付
け
て
い
な
い
寺
院
で
、

税
務
調
査
に
当
り
税
務
署
の
資
料
に
基
き
布
施

収
入
を
算
出
さ
れ
た
。
布
施
収
入
を
減
額
し
て

記
帳
し
、
こ
れ
が
発
覚
し
て
減
額
分
を
代
表
役

員
の
給
与
と
み
ら
れ
た
。
宗
教
法
人
の
積
立
金
　
　
ト

を
寺
族
名
儀
で
預
金
し
て
い
た
場
合
、
法
人
名
　
　
↓

儀
に
預
け
替
え
を
指
示
さ
れ
、
預
け
替
え
後
、

預
金
証
書
、
銀
行
の
証
明
書
等
の
提
出
を
求
め

ら
れ
た
。
兼
務
寺
か
ら
得
る
収
入
を
追
求
さ
れ

た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
源
泉
徴
収
に
関
し
て
の
調

査
・
指
導
が
各
地
で
行
な
わ
れ
、
帳
簿
不
備
、

低
給
与
等
を
厳
し
く
追
求
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

充
分
な
る
指
示
徹
底
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
特
に
、
①
財
務
帳
簿
の
備
付
け
。
②
住
職
の

給
与
は
常
識
的
に
生
計
を
営
む
額
。
③
法
人
収

入
と
個
人
収
入
は
明
確
に
。

　
、
各
項
の
番
号
数
字
の
、
同
番
号
は
関
連
の
ノ

　
〆
あ
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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…
三
つ

…第
八
回
税
務
委
員
会 の
委
員
会
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
実
態
調
査
な
ど
議
題
に

　
第
八
回
税
務
委
員
会
（
鈴
木
霊
孝
委
員
長
）

は
、
六
月
八
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会

議
室
で
開
か
れ
、
豊
田
総
務
局
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
神
野
真
一
副
委
員
長
を
議
長
に
議
事
に
入

っ
た
。

　
（
一
）
副
委
員
長
選
出
の
件

　
河
野
副
委
員
長
辞
任
に
伴
い
、
新
し
く
、
中

野
教
広
委
貝
（
神
奈
川
県
仏
）
を
選
出
し
た
。

　
（
二
）
県
仏
税
務
実
態
調
査
の
件

　
各
県
仏
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
種
々
討
議
し

と
に
か
く
、
財
務
帳
薄
を
備
付
け
る
こ
と
、
住

職
の
給
与
を
常
識
的
に
す
る
こ
と
な
ど
の
徹
底

を
指
示
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
が
出
さ
れ
、

今
後
、
機
関
紙
等
を
通
じ
て
報
告
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。初
の
国
際
専
門
委
員
会

　
　
　
　
　
W
F
B
大
会
な
ど
討
議

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
第
一
回
国
際
専
門
委
員

会
は
、
六
月
十
七
日
午
後
五
時
頃
ら
、
機
械
振

興
会
館
「
パ
ー
ク
ヒ
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　
北
山
国
際
文
化
局
長
挨
拶
、
出
席
各
委
貝
の

自
己
紹
介
に
つ
づ
い
て
、
正
副
委
員
長
の
選
出

へ
移
っ
た
。
そ
の
結
果
、
委
員
長
に
近
藤
隆
弓

師
、
副
委
貝
長
に
安
本
利
正
、
西
村
輝
成
、
近

田
昭
夫
の
各
師
が
選
ば
れ
た
。
議
事
に
入
り
、

事
務
局
か
ら
本
年
度
国
際
部
事
業
計
画
や
ル
ン

昭
和
五
十
七
年
　
七
月
一
日
発
行

　
　
　
　
七
月
号
第
二
八
○
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ビ
ニ
ー
復
興
計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
各
界
貝
か
ら
は
種
々
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。
特
に
、
日
本
へ
予
告
な
し
に
訪
ね
て
く
る
外

国
人
僧
侶
に
対
す
る
取
り
扱
い
や
、
第
十
四
回

W
F
B
大
会
に
つ
い
て
は
、
活
発
な
討
議
が
行

わ
れ
た
。

第
一
回
文
化
専
門
委
員
会

　
　
　
　
　
　
四
議
案
に
つ
き
討
議

　
第
一
回
文
化
専
門
委
員
会
は
、
六
月
十
七
日

午
後
二
時
か
ら
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。　
小
野
島
事
務
総
長
、
北
山
国
際
文
化
局
長
の

挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
出
席
各
委
員
が
自
己
紹
介
、

そ
の
後
正
副
委
員
長
の
選
出
へ
と
移
っ
た
。
そ

の
結
果
、
委
員
長
に
若
林
隆
光
師
、
副
委
員
長

に
塩
入
亮
達
、
宝
田
正
道
の
両
師
が
選
ば
れ
、

議
事
を
開
始
。

　
①
機
関
誌
「
全
仏
」
に
つ
い
て

　
②
第
＋
五
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
に
つ
い
て

③
仏
教
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

　
④
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

　
各
議
題
に
つ
い
て
、
活
発
な
討
議
が
続
い
た

が
、
特
に
全
仏
誌
の
編
集
は
専
門
委
員
の
中
か

ら
相
談
貝
を
選
ん
で
協
力
い
た
だ
く
こ
と
、
花

ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
現
在
の
も

の
が
好
評
な
の
で
、
本
年
度
も
継
続
す
る
こ
と

な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

発
行
人
　
小
野
島
　
元
　
雄

編
集
人
　
北
　
山
　
宏
　
明

ス
リ
ラ
ン
カ
で
仏
教

研
究
者
の
世
界
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
教
研
究
者

の
会
議
が
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ
で
開
か
れ
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
と
ス
リ
ラ

ン
カ
讃
仏
教
会
の
共
催
で
、
「
仏
教
の
生
存
と
発

展
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
世
界
十
七
ヵ

国
二
二
十
三
団
体
か
ら
百
六
十
二
人
の
代
表
が

出
席
し
た
。
日
本
か
ら
は
、
全
仏
国
際
専
門
委

員
で
、
熱
海
市
の
誓
欣
院
住
職
長
田
四
海
師
、

大
谷
大
学
教
授
長
崎
法
潤
師
、
全
仏
事
務
局
か

ら
、
国
際
部
の
小
峰
主
事
が
参
加
し
た
。

　
　
　
　
　
全
仏
か
ら
も
出
席

世
界
仏
教
徒
の
リ
ー
ダ
ー
と
、

　
　
　
　
去
る
六
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、

仏
英
研
の
セ
ミ
ナ
ー

ゆ　 目

財
用院寺

浅草通り五畜会加盟店

商店漱鰍ξ1共国

東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965

　
　
　
　
　
　
来
月
末
箱
根
で
開
く

　
仏
教
英
語
研
究
会
の
第
四
回
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ

ー
が
、
八
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
四

日
間
、
神
奈
川
県
の
大
雄
山
箱
根
別
院
（
曹
洞

宗
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
合
宿
は
、

仏
教
を
英
語
を
通
じ
て
理
解
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
英
語
、
仏
教
に
興
味
が
あ
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
る
。
希
・
望
者
は
、
新
宿
区
西

新
宿
三
－
五
－
三
－
八
〇
二
、
山
田
方
、
仏
教

英
語
研
究
会
（
〇
三
－
三
四
ニ
ー
六
六
〇
五
）

ま
で
。
締
切
は
八
月
二
十
日
。

・
Y
・
T
・
T
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
T
・
7
・
Y
・
γ
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
ヤ
・
Y
・
T
・
Y
・
Y
・
Y
・
T
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y

＝
蚕
豊
務
肩
解
糖
至
　
｛
（
六
月
）

八五
日日

十十十
七五一九
日日日日

妙
心
寺
選
管
長
々
山
蔓
参
列

税
務
委
員
会

法
律
相
談
室

同
和
委
員
会

局
内
会
議

全
仏
大
会
幹
事
会

文
化
庁
宗
務
課
と
懇
談
会

発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

　
十
九
日

二
＋
一
日

二
十
二
日

二
士
二
日

二
十
四
日

二
＋
九
日

　
三
十
日

文
化
専
門
委
員
会

国
際
専
門
委
員
会

日
量
連
理
事
会

．
ル
ン
ビ
ニ
！
委
員
会

法
律
相
談
室

都
道
府
二
仏
代
表
者
会
議

第
二
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

局
内
会
議

文
化
会
議
運
営
委
員
会

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
四

電
話
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五
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